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た好酸球に4C8抗原が発現していることが確認されたo 1C8 positive/CD16 ncgativcで、ある頼粒球(ドCM
法)と同視法による好酸球の比率は良好に相関した Cr=O.91，p く0.0001)。
【考委主および結語】好酸球と好中球を識別する表而抗原は少なく、 4C8抗原は両者を識別する有用な表面マー
カーであると考えられた。
論文審査の結果の要旨
好酸球はアレルギー性疾患あるいは寄生虫感染症などで重要な炎症細胞であるが、通常、末梢巾頼粒球
の大部分を占める好中球と好酸球は形態学的に区別されることがほとんどであり、両者を分子細胞学的に
区別する細胞表面抗原は数少ない。細胞表面抗原く4C8)は、 T細胞のtransendothelialmigrationに関係
する抗原として発見された新しい細胞表面抗原であり、 T細胞および単球に発現し、好中球にはその発現を
認めない。本研究は4C8の末梢血白血球における発現について好酸球を中心に、詳細に検討したものである。
抗ヒト1C8・マウスモノクローナル抗体を使用し、末梢血白血球における4C8の発現をflowcytometry 
にて検討した。 4C8はリンパ球および単球に強く発現していたが、制粒球では一郎の細胞を除いて、ほとん
どの細胞にその発現を認めなかった。頼粒球における好中球のマーカーとしてCD16を使用しdualcolor 
analysisを行ったところ、 CD16陽性頼粒球には1C8は発現しておらずCD16陰性穎粒球にその発現を認めた。
fluorescence-activaLed cell sorterを用いて4C8陽性頼粒球、陰性額約球をそれぞれ分取し光学的に形態
を観察したところ、 1C8陽性頼粒球は好酸球、 1C8陰性頼粒球は好中球であった。さらに、好験球を磁気細
胞分離システムで純化し、 flowcytometryおよひ~Western blotting法で頼粒球における4C8の発現を検討
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した。 flowcytometryおよび~Wcstcrn blottinε・法の両方で、純化した好酸球に4C8が発現していることを
確認した。好中球には4CBの発現は認められなかうた。目視法による末梢巾の好酸球比率とflowcytometry 
における4C8陽性頼粒球の比率は良好に相関していたか=0.91，p<O.OOO1)。これらの結果より、 4CBは末
梢血頼粒球において好酸球と好中球を区別するマーカーとして有効であると本論文の著者は報告している。
以kの研究は表面抗原を利崩した末梢血白血球における好酸球と好中球の分画法に新しい知見を与えた
ものといえる。したがって著者は博士(医学〉の学位を授与されるに値するものと判断された。
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